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能登半島地震発生から、早いもの

で 1ヵ月が経ちました。学校でも万

が一の場合の行動や命の大切さな

どについて折に触れて話をしてい

るところです。 

 30日（火）には宮城県、熊本県、

広島県、福岡県などの震災時の復旧

活動に長く使用されてきた軽トラック

が励徳小に来ました。今度は能登半島地

震の復旧のために、支援物資を積んで出

発することになります。 

そこで、励徳小学校の子どもたちで軽

トラックに被災者の方へ向けてのメッ

セージを書きました。支援物資とともに、

メッセージが被災者の方々が明るい希

望を持つきっかけの一つになればと願っています。 

 
 昨年末から全国的に話題になっている大谷

選手から送られたグローブが励徳小にも届き

ました。実際に手に付けてキャッチボールを

してみました。1年生にとってはキャッチボ

ールをすること自体初めての子が多く、「グロ

ーブをどちらの手に付けるの？」という話か

ら始めました。ただ、そこは励徳小の子ども

たち。短い時間でしたが、どんどん上手にな

る姿を見ることができました。 

いずれ励徳小出身の、大谷選手みたいなメ

ジャーリーガーが現れるかもしれませんね。

他の学年も順次体験する予定です。お楽しみ

に！ 


